
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16巻 9号（No.577）　　2021年 2月 28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 56:7　･････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ２０番　いざやともに
*交読文　････････････････ ６６番
*使徒信条　･･････････････会衆一同
*頌栄　･･････････････････ １７２番　雨をふりそそぎ
礼拝のための祈り　･･･････成田エクレシア：河執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ２４５番　栄えに満ちたる

メッセージ　･･････････････ 栄光に満ちた神の都シオン(詩篇 87篇)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ７８番　ここも神の

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 成田エクレシアの新会堂での礼拝が祝福されるためにお祈りしましょう。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）
・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）
・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）
・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　門よ、頭をあげよ。とこしえの戸よ、あがれ。栄光の王が入られる。栄光の王とは誰か。強く

勇ましい主、戦いに勇ましい主である。門よ、頭をあげよ。とこしえの戸よ、あがれ。栄光の王

が入られる。この栄光の王とは誰か。万軍の主、これこそ栄光の王である。(詩篇24:7-10)

　シオンの娘よ、喜び歌え。＿＿よ、喜び呼ばわれ。＿＿よ、心のかぎり喜び楽しめ。主は＿

＿を訴える者を取り去り、＿＿の敵を追い払われた。イスラエルの王なる主は＿＿のうちに

います。＿＿はもはや災を恐れることはない。その日、人々は＿＿に向かって言う、「シオン

よ、恐れるな。＿＿の手を弱々しくたれるな。＿＿の神、主は＿＿のうちにいまし、勇士で

あって、勝利を与えられる。彼は＿＿のために喜び楽しみ、その愛によって＿＿を新にし、

祭の日のように＿＿のために喜び呼ばわられる」。「わたしは＿＿から悩みを取り去る。＿＿

は恥を受けることはない。見よ、その時＿＿をしえたげる者を／わたしはことごとく処分し、足

なえを救い、追いやられた者を集め、彼らの恥を誉にかえ、全地にほめられるようにする。そ

の時、わたしは＿＿を連れかえる。わたしが＿＿を集めるとき、わたしが＿＿の目の前に、

＿＿の幸福を回復するとき、地のすべての民の中で、＿＿に名を得させ、誉を得させる」と

／主は言われる。(ゼパニヤ 3:14-20)

メッセージ概要

　成田エクレシアは本日より、礼拝する場所を新しい所に移してスタートする事となった。整えの祈りをする

ために行ってみると、既に清らかに整えられていて、主がここに目を留めておられた事を共に喜び合った。

　成田エクレシアや天声教会を思う時、いつも出てくる賛美は、韓日讃頌歌245番「栄に満ちたる」である。

１，主の栄光に満ちていて、主がいしずえを堅く置いておられ、救いの石垣に高く囲まれ、御民の平安が、

決して乱されない教会。　２，主の尽きせぬ愛が源流となって、流れてくるいのちの泉は豊かに湧き出て、

汲んでも汲んでも尽きないため、御国の世継ぎ達は決して渇かず、溢れる恵みに、絶えず潤っている教会。

３，御恵みを受けつつ生きる御民は、はかない楽しみや、虚しい富、奢り高ぶる世人のあざみに会っても、

全く動じず、この上ない喜びは、全く変わらない。このような教会となりますように、と、いつも祈りが出てくる。

　この幸いは、アブラハムの祝福が、子へと、孫へと、子々孫々が、どんどん増えて行くほどに、どんどん

バージョンアップし増し加わって行く祝福である。彼らの受け継ぐ地は、山と谷の地であり、天の雨で潤っ

ている地、主が求められる地で、年の初めから年の終わりまで、主が絶えず目を留めておられる地である。

　この賛美の元となった聖句が、詩篇 87篇である。この詩篇は、神の都シオンが、やがて全世界の中心と

なる事を示した、預言的な歌である。シオンは神殿の丘、もしくはエルサレムを、あるいはその住民を表す

名として、聖書に多く登場する。そこは、アブラハムの時代、モリヤという名前だった。アブラハムはそこで

信仰の最終試験を受け、彼は一人子のイサクを捧げるが、主は、イサクの身代わりとして雄羊を備え、イサ

クを死者の中から取り戻した。アブラハムは最愛の一人子を捧げるという、信仰の実体を行ったため、主は、

彼に対する祝福を揺るぎないものとされた。すなわちシオンは、アブラハムの信仰が完成した地なのだ。

　シオンは、このようにすばらしい地だったのに、いつしかエブス人（意味は「踏み潰す」）が占拠するように

なってしまった。彼らはシオンの要害の強さを頼みに、驕り高ぶり、好き放題な事をしていたが、ダビデが

その要害を攻略し、神の民を入植させ、ダビデ自身が住む、偉大な王の町とした。そこはダビデによってさ

らに強固に建て直され、後には聖なる神殿が建てられ、その神殿の丘が、シオンと呼ばれるようになった。

　この、シオンの成り立ちは、私達・神の民や教会（エクレシア）の成り立ちを、よく表している。

私達は元々、神の似姿として創造され、永遠に神と共に生き、神を礼拝する永遠を生きるはずだったのに、

人はいつしか、サタンという「踏み潰す者」に踏みにじられ、占拠されてしまった。罪の奴隷状態となって、

汚れた感情や思いの占拠状態だった、そんな私達に、まことのダビデであられるイエス様が、介入して来

られ、踏み潰す者・サタンを打ち破り、その圧政から、私達を分捕り返して下さった。

　終わりの日、キリストによって贖われた人々は、啓示録に書かれてある通り、世界中から集められ、神は

彼らの中に住み、彼らはその民となる。それはキリストが、あの恵みの丘で十字架につけられ、全ての人々

の身代わりとして、ほふられて下さったからである。ちょうどモリヤでイサクの身代わりとなった雄羊のように。

　『主が基をすえられた都は聖なる山の上に立つ。』(１節)　この都、すなわち、エクレシアの基（土台）を揺

るぎなく据えられたのは、主である。そして私達キリスト者の土台は、キリストご自身である。(１コリント 3:11)
　『主はヤコブのすべてのすまいにまさって、シオンのもろもろの門を愛される。』(２節)　主は、  他のどの町

よりシオンを愛し、選ばれた。「もろもろの門」と書かれてあるように、シオンには沢山の出入り口があり、や

がてそこから、諸国の人々が、主に栄光を捧げるために、入って来る。（黙示録 21：12，22：14）

　4 節で示されている諸々の国々は、神に敵対した、邪悪な事で有名な国々なのに、神はなんと、このよう

な者達さえ、神の国へと取り込まれるのだ。この国々は、神の国の市民権を得る。その救いを生み出した

のがシオンであり（5 節）。主はやがて、全国民、民族、部族を、神の民として登録される（6 節）。その登録

されるための資格は、血筋ではなく、それまでの行いでもなく、ただ、小羊によって贖われた事である。

　シオンの丘とはモリヤであり、モリヤの地は、アブラハムが従順を示して信仰を完成した地、そして、小羊

が身代わりとなってほふられた地、そこが、エクレシアの原点である。私達エクレシアは、シオンとして、主

が置かれた基に堅く立ち、救いの石垣に高く囲まれ、平安が決して乱されない教会とされ、また、主の尽き

せぬ愛が豊かに流れ、いのちの泉が豊かに湧き出るエクレシアの皆さんでありますように！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～

English Service　　　          　　 14:00～
 ※月に一度、成田出張礼拝のためお休みします。

　　詳しくはお問い合わせ下さい。

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～

水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～

　2 部                                           　19:30～

金曜祈祷会                                   19:30～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 16巻 9号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年 2月 28日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

